
○
決
算
委
員
会

予
備
費
等
承
諾
を
求
め
る
の
件
（
六
件
）

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

院議先

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
予
備
費
使
用
総
調
書
及
び
各
省

各
庁
所
管
使
用
調
書
（
そ
の
２
）

衆

　

五
九
、
一
二
、
二
一

五
九
、
一
二
、
一
二

（
予
）

　

五
九
、
一
二
、
二
一

継
　
続
　
審
　
査

昭
和
五
十
八
年
度
特
別
会
計
予
備
費
使
用
総
調
書
及
び
各
省

各
庁
所
管
使
用
調
書
（
そ
の
２
）

〃　
　
　

一
二
、
二
一

一
二
、
二
一

（
予
）

一
二
、
二
一

継
　
続
　
審
　
査

昭
和
五
十
八
年
度
特
別
会
計
予
算
総
則
第
十
一
条
に
基
づ
く

経
費
増
額
総
調
書
及
び
各
省
各
庁
所
管
経
費
増
額
調
書
（
そ

の
２
）

〃　
　
　

一
二
、
二
一

一
二
、
二
一

（
予
）

一
二
、
二
一

継
　
　
続
　
審
　
査

昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
予
備
費
使
用
総
調
書
及
び
各
省

各
庁
所
管
使
用
調
書
（
そ
の
１
）

〃

　

六
〇
、
二
、
二
六

六
〇
、
二
、
二
六

（
予
）

六
〇
、
二
、
二
六

継
　
続
　
審
　
査

昭
和
五
十
九
年
度
特
別
会
計
予
備
費
使
用
総
調
書
及
び
各
省

各
庁
所
管
使
用
調
書
（
そ
の
１
）

〃　
　
　
　
　
　

二
、
二
六

二
、
二
六

（
予
）

二
、
二
六

継
　
続
　
　
審
　
　
査

昭
和
五
十
九
年
度
特
別
会
計
予
算
総
則
第
十
一
条
に
基
づ
く

経
費
増
額
総
調
書
及
び
各
省
各
庁
所
管
経
費
増
額
調
書
（
そ

の
１
）

〃　
　
　
　
　

二
、
二
六

二
、
二
六

（
予
）

二
、
二
六

継
　
続
　
審
　
査



決
算
そ
の
他
（
六
件
）

備
考
欄
記
載
事
項
は
本
院
に
つ
い
て
の
も
の

昭
和
五
十
八
年
度
国
有
財
産
無
償
貸
付
状
況
総
計
算

書 昭
和
五
十
八
年
度
国
有
財
産
増
減
及
び
現
在
額
総
計

算
書

昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
昭
和

五
十
八
年
度
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
昭
和
五
十

八
年
度
国
税
収
納
金
整
理
資
金
受
払
計
算
書
、
昭
和

五
十
八
年
度
政
府
関
係
機
関
決
算
書

昭
和
五
十
七
年
度
国
有
財
産
無
償
貸
付
状
況
総
計
算

書 昭
和
五
十
七
年
度
国
有
財
産
増
減
及
び
現
在
額
総
計

算
書

昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
昭
和

五
十
七
年
度
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
昭
和
五
十

七
年
度
国
税
収
納
金
整
理
資
金
受
払
計
算
書
、
昭
和

五
十
七
年
度
政
府
関
係
機
関
決
算
書

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

一、
二
九

六〇、
一
、
二
九

一二

、二一

　
　
　
　
　
一
、
三
一

（
第
百
一
回
国
会
）

　
五
九
、
一
、
三
一

（
第
百
一
回
国
会
）

　
五
八
、一二
、
二
六

（
第
百
一
回
国
会
）

提
　
出
　
月
　
日

一、二

九

一、二九

六〇

、五、三一
一、三一

一
、
三
一

五
九
、
六
、
二
七

委
員
会

付
　
　
託
参
　
　
　
議
　
　
　
院

継
　
　
続
　
審
　
査

継
　
　
続
　
　
審
　
　
査

継
　
続
　
審
　
査

　
　
　
六
、
一
五

議
　
　
決

　
　
　
六
、
一
五

議
　
　
決

　
六〇
、
六
、
一
五

議

　
　
決

委
員
会

議
　
　
決

　
　
六
、
一
九

議
　
　
決

　
　
　
六、一
九

議
　
　
決

六〇、

六
、
一
九

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

一、二

九

一
、
二
九

六〇

、
六、二
四

一二

、
一

一二
、
一

五
九
、一二
、
一

委
員
会

付
　
　
託 衆
　
　
　
議
　
　
　
院

継
　
　
続
　
審
　
査

継
　
続
　
審
　
　
査

継
　
　
続
　
審
　
査

継
　
続
　
　
審
　
査

継
　
　
続
　
　
審
　
査

継
　
　
続
　
　
審
　
　
査

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

　
　
六〇
、
五
、
三
一

大
蔵
大
臣
報
告

百
一
回
国
会

　
大
蔵
大
臣
報
告

　
継
　
　
　
　
　
　
　
続

備
　
　
　
　
　
考

百
一
回
国
会

　
継
　
　
　
　
　
　
　
続



昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
昭
和
五
十
七
年
度
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
昭
和
五
十
七
年
度
国
税
収
納
金
整
理
資
金
受
払

計
算
書
、
昭
和
五
十
七
年
度
政
府
関
係
機
関
決
算
書

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
昭
和
五
十
七
年
度
決
算
外
二
件
に

　
つ
き
ま
し
て
、
決
算
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
に
つ

　
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
七
年
度
決
算
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日
国

　
会
に
提
出
さ
れ
、
同
五
十
九
年
六
月
二
十
七
日
当
委
員
会
に
付
託
と

　
な
り
、
ま
た
国
有
財
産
関
係
二
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
五
十
九
年

　
一
月
三
十
一
日
国
会
に
提
出
さ
れ
、
同
日
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

　
し
た
。

　
　
当
委
員
会
で
は
、
こ
の
決
算
外
二
件
の
審
査
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

　
国
会
の
議
決
し
た
予
算
が
法
規
に
基
づ
き
厳
正
か
つ
効
率
的
に
執
行

　
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査
し
、
あ
わ
せ
て
政
府
の
施
策
全
般

　
に
つ
い
て
広
く
国
民
的
視
野
か
ら
実
績
批
判
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

　
将
来
の
予
算
策
定
及
び
そ
の
執
行
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の

　
観
点
に
立
っ
て
審
査
を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
審
査
の
た
め
に
委
員
会
を
開
く
こ
と
十
七
回
、
別
に
の
べ
る
よ
う

な
内
閣
に
対
す
る
警
告
に
か
か
わ
る
質
疑
の
ほ
か
、
財
政
再
建
、
行

政
改
革
、
外
交
、
防
衛
に
関
す
る
問
題
を
は
じ
め
、
教
育
、
医
療
、

労
働
問
題
な
ど
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
熱
心
な
論
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
ら
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
六
月
十
五
日
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
決
案
の
第
一
は
本
件
決
算
の
是
認
、
第
二
は
内
閣
に
対
す
る
七

項
目
の
警
告
で
あ
り
ま
す
。

　
討
論
で
は
、
日
本
社
会
党
を
代
表
し
て
目
黒
理
事
、
公
明
党
・
国

民
会
議
を
代
表
し
て
服
部
理
事
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
佐
藤
委

員
、
民
社
党
・
国
民
連
合
を
代
表
し
て
井
上
委
員
、
ま
た
二
院
ク
ラ

ブ
・
革
新
共
闘
を
代
表
し
て
喜
屋
武
委
員
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
本
件
決

算
は
是
認
で
き
な
い
が
、
内
閣
に
対
す
る
警
告
案
に
は
賛
成
で
あ
る

旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民
会
議
を
代
表
し

て
後
藤
理
事
か
ら
、
本
件
決
算
を
是
認
す
る
と
と
も
に
、
内
閣
に
対

す
る
警
告
案
に
も
賛
成
で
あ
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
討
論
を
終
わ
り
、
議
決
案
を
採
決
の
結
果
、
本
件
決
算
は
多
数
を

も
っ
て
是
認
す
べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
、
次
い
で
内
閣
に
対
す
る
警

告
案
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
警
告
す
べ
き
も
の
と
議
決

さ
れ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
内
閣
に
対
す
る
警
告
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。



（
１
）
昭
和
五
十
七
年
度
は
、
第
二
次
石
油
危
機
に
伴
う
世
界
経
済
の

　
停
滞
が
予
想
以
上
に
長
期
化
し
た
こ
と
及
び
政
府
の
経
済
見
通
し

　
が
結
果
と
し
て
見
込
み
違
い
を
生
じ
、
六
兆
円
を
超
え
る
税
収
不

　
足
が
発
生
し
、
そ
の
補
て
ん
策
と
し
て
特
例
公
債
を
増
発
す
る
こ

　
と
な
っ
た
等
に
よ
り
「
五
十
九
年
度
特
例
公
債
依
存
体
質
か
ら
の

　
脱
却
」
と
い
う
目
標
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で

　
あ
る
。

　
　
政
府
は
、
可
能
な
限
り
正
確
な
経
済
見
通
し
の
策
定
に
努
め
る

　
と
と
も
に
、
行
財
政
の
無
駄
を
な
く
し
、
「
特
例
公
債
依
存
体
質

　
脱
却
」
に
向
け
、
財
政
改
革
を
強
力
に
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

（
２
）
貸
金
業
規
制
二
法
が
施
行
さ
れ
て
一
年
半
を
経
過
し
た
が
、
い

　
ま
だ
に
過
剰
貸
付
け
の
事
例
が
み
ら
れ
、
返
済
能
力
の
な
い
一
部

　
の
債
務
者
に
悲
惨
な
事
態
が
生
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
信
販
会
社
な

　
ど
複
数
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
者
か
ら
多
重
・
多
額
な
貸
付
け
が
行
わ

　
れ
、
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

　
　
政
府
は
、
貸
金
業
規
制
二
法
の
厳
正
な
運
用
を
図
る
と
と
も
に
、

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
者
の
貸
付
け
を
含
め
過
剰
貸
付
け
が
行
わ
れ
な
い

　
よ
う
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
省
庁
間
の
緊
密
な
連
携
の
下

　
に
多
重
債
務
者
の
問
題
の
防
止
に
努
め
、
利
用
者
の
保
護
に
万
全

　
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）
一
部
の
都
道
府
県
が
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
算
定
に
当

　
た
っ
て
、
小
・
中
学
校
か
ら
事
実
と
相
違
し
た
過
大
な
児
童
・
生

　
徒
数
の
報
告
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
教
職
員
の
標
準
定
数
等

　
を
算
定
し
て
い
た
た
め
、
国
か
ら
当
該
都
道
県
に
対
し
、
国
庫
負

　
担
金
が
過
大
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

　
　
政
府
は
、
今
回
の
事
態
が
学
校
教
育
の
場
で
生
じ
た
こ
と
を
厳

　
正
に
受
け
と
め
、
こ
の
よ
う
な
事
態
の
再
発
防
止
に
努
め
る
と
と

　
も
に
、
各
都
道
府
県
及
び
各
市
町
村
に
対
し
て
指
導
す
べ
き
で
あ

　
る
。

（
４
）
農
林
水
産
省
の
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
発
足

　
以
来
既
に
相
当
の
期
間
を
経
過
し
、
一
定
の
成
果
は
認
め
ら
れ
る

　
が
、
事
業
の
効
果
が
十
分
発
現
さ
れ
て
い
な
い
事
例
に
つ
い
て
、

　
会
計
検
査
院
か
ら
種
々
の
指
摘
を
受
け
る
事
態
が
あ
っ
た
こ
と
は

　
遺
憾
で
あ
る
。

　
　
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
の
会
計
検
査
院
の
指
摘
に
も
対
応
し
て
五

　
十
九
年
度
か
ら
発
足
し
た
第
三
期
対
策
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の

　
趣
旨
の
周
知
徹
底
を
一
層
図
る
と
と
も
に
、
適
正
な
補
助
金
の
交

　
付
に
努
め
、
転
作
の
定
着
化
を
促
進
す
る
な
ど
事
業
効
果
の
向
上

　
を
期
し
、
補
助
目
的
を
達
成
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
５
）
昨
年
一
月
の
三
井
石
炭
鉱
業
三
池
鉱
業
所
有
明
鉱
の
坑
内
火
災



　
事
故
に
引
き
続
き
本
年
四
月
の
三
菱
石
炭
鉱
業
高
島
礦
業
所
及
び

　
五
月
の
同
鉱
業
南
大
夕
張
礦
業
所
の
坑
内
ガ
ス
爆
発
事
故
な
ど
、

　
こ
の
一
年
間
に
繰
り
返
し
発
生
し
た
事
故
は
、
生
産
重
視
と
保
安

　
対
策
の
不
備
に
よ
る
人
災
と
も
い
え
る
惨
事
で
あ
り
、
昨
年
本
院

　
に
お
い
て
炭
鉱
事
故
再
発
防
止
の
決
議
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
毎
年
、

　
国
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ

　
う
な
事
態
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

　
　
政
府
は
、
た
び
重
な
る
事
故
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
保
安
対

　
策
上
の
基
本
的
な
問
題
の
所
在
を
さ
ら
に
徹
底
的
に
究
明
す
る
と

　
と
も
に
、
今
後
の
鉱
山
保
安
行
政
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
自

　
主
保
安
体
制
の
よ
り
一
層
の
整
備
拡
充
に
配
慮
し
つ
つ
労
働
者
の

　
安
全
、
衛
生
、
保
護
な
ど
の
各
施
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
抜
本
的

　
な
対
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

（
６
）
都
市
再
開
発
法
に
基
づ
く
組
合
施
行
の
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、

　
国
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
、
一
部
の

　
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
契
約
方
法
、
補
償
方
法
な
ど
を
め
ぐ
っ
て

　
の
疑
い
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

　
　
政
府
は
、
今
後
、
市
街
地
再
開
発
事
業
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ

　
う
、
関
係
団
体
を
一
層
指
導
す
べ
き
で
あ
る
。

（
７
）
決
算
審
査
は
、
予
算
に
関
す
る
政
府
の
施
策
及
び
予
算
執
行
に

関
す
る
会
計
経
理
の
適
否
を
審
査
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
審
査

又
は
調
査
の
た
め
に
は
政
府
の
積
極
的
な
協
力
を
必
要
と
す
る
が
、

政
府
の
対
応
に
は
必
ず
し
も
十
分
で
な
か
っ
た
点
が
見
受
け
ら
れ

た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

　
政
府
は
、
本
院
に
お
け
る
審
査
又
は
国
政
調
査
権
の
行
使
に
支

障
が
生
ず
る
こ
と
が
な
い
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
国
有
財
産
関
係
二
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
決
の
結
果
、

い
ず
れ
も
多
数
を
も
っ
て
異
議
が
な
い
と
議
決
さ
れ
た
次
第
で
あ　

り
ま
す
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




